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令和５年度 

 

堺市ＰＴＡ協議会 

〈と き〉 令和６年２月２日(金)  

午前１０時～午前１１時３０分 

〈ところ〉 堺市役所 高層館２０階 会議室 

〈目 的〉 堺市ＰＴＡ協議会と堺市教育委員会

が、未来を担う堺の子どもたちを取り

巻く課題に対する取組についてともに 

語り考える。 

〈テーマ〉 ①学校群について  

②教員働き方改革について  

③学校施設環境について 

④金融教育の取組について  

⑤外国人の対応について  

⑥いじめ・不登校について 

⑦児童・生徒の体力向上について 

〈出席者〉 堺市教育長 

      堺市教育委員会事務局  １４人 

      堺市ＰＴＡ協議会    １０人 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【学校群について】 

＜堺市ＰＴＡ協議会＞ 

 私は、モデル実施をしている若松台学校群に所属し

ています。私の学校群の経験を、他の小・中学校PTAの

方にお話ししてもホームページにはこういう風に書い

ているよと言われ、それは違うよと言うことができま

せん。学校群が始まった初期の頃のイメージをしてい

る方が多いので、ホームページの更新を要望します。 

 また、令和7年度に学校群を開始しますが、私の認識

では学校群毎に取り組みを考えて実施していくと思っ

ています。しかしながら、学校の先生に確認すると、

教育委員会から一律にこういう取り組みを実施しなさ

いということを言われるのではないかと思っている方

もおられるので、今後の計画について教えてください。 

＜堺市教育委員会＞ 

まず1点め、学校群につきましては、令和3年度の総

合教育会議で、市長、教育長、教育委員がいる中、議

論が始まりました。その際に学校群で検討する可能性

のある学びのかたちのイメージ案を資料としてお見せ

したのですが、その資料が一人歩きしてしまい、子ど

もを移動させることが目的なのかとか、経費を削減す

る目的なのではないのか、というご意見がございまし

た。議会や市ホームページ等を通じて市民の方に、そ

ういった目的ではないということをお話させていただ

き、子どもの学びのため、どうしたら学校運営がよく

なるかという視点で取り組んでいます。 

 2点めにつきましては、一律にこういった取組をする

ということはありません。これまで1つの中学校区内の

小学校、中学校が、学校単位で取組を考えていたもの

を、小学校、中学校という校種を越えて、一緒に課題

解決に向けて検討し取り組んでもらいます。今のモデ

ル学校群にも教育委員会から「この取組を実施するよ

うに」といったことは言っておりません。 

 モデル学校群では、まず校長先生に集まっていただ 

いて、中学校区の課題認識及び共有というところから
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始まっています。校長先生、教職員で課題が何か共有

した上で、子どもたちのために何ができるのかを検討

して、それを取組に繋げています。この1年間、5つの

モデル学校群で、様々な取組を展開してきました。 

 これまでは子どもに身に付けさせたい資質・能力や、

めざす学びといった理念部分を主に説明してきました。

恐らく聞いている方からすると、結局学校がどうなる

のか分かりにくかったと思っています。 

 今後は、実際に学校でどんな取組が進んでいくのか、

モデル学校群で出てきています取組事例などを堺市の

ホームページや広報紙などで発信し、実際の取組のイ

メージをつけていただきたいと思っております。また、

ネガティブなイメージというところも払拭していただ

けると考えています。これから積極的に発信をしてい

きたいと考えています。 

＜堺市ＰＴＡ協議会＞ 

 先ほど学校群の目的が児童・生徒の学力向上という

ふうにお聞きしたのですが、学校群を実施したことに

よってモデル学校群の学力が上がったとか、もしくは

これから検証していくときにどういうふうな検証をし

ようとされているのかを教えてください。 

＜堺市教育委員会＞ 

 学校群で取組を実施したことで、例えば「全国学力

学習状況調査の結果が上がった」といった効果が出て

くるかどうかは分かりません。まずは令和5年度のモデ

ル学校群で、1年間実施したそれぞれの取組について１

つずつ検証をやっていこうと思っています。ただ、学

力やテストの結果という評価はすぐに出ないと思って

いますので、評価のポイントの１つとして、実際にや

ってみた子どもの声であるとか、現場の教職員の声と

いうものも取り上げていきたいと考えています。 

冒頭、教育長からも話があったように、子どもがど

んどん減っていくということが想定されております。    

若松台学校群で言いますと、学年に1つしかクラスが

ないという小規模の小学校では、子どもたちはクラス

替えなしでずっと6年間を過ごします。複数のクラスが

ある小学校では、クラス替えでいろんな子ども同士の

付き合いがある中で育っていく部分を、小規模の小学

校で担保していくには、小学校同士の横の繋がりが重

要になります。 

例えば、若松台学校群ですと、上神谷小学校が行っ

ている田植えの体験学習を、若松台小学校も交えて行

ってみないかというアイデアが出され、実際に合同で

行いました。こういった形で実施したところ、違う小

学校の子と仲よくなれた、会話ができて楽しかったと

いう子どもの声も聞こえています。 

 子どもが減っていくということは、教員も子どもの

数に応じて配置されているので、教員も1つの学校に対

して減っていきます。そうなってくると、例えば１学

年１クラスだと、1学年で担当する先生が1人になりま

す。この1人の先生は誰にも相談できないまま1人で考

えて学年運営をしていくことになります。この部分に

ついて、モデル学校群では、学校群内の小学校の同じ

学年の先生同士で相談し合ったり、授業の教材を共有

したりということをやっています。 

 それによって、先生も誰かに相談できるということ

が精神的に楽だったとか、実務面でも授業準備を分担

するということで負担が減ったという声も出てきてい

ます。そういった声をしっかり拾い上げ、分析をして

まとめ、公表していきたいと考えています。 

＜堺市ＰＴＡ協議会＞ 

 令和7年度から実施するときに、各学校群の課題検討

から始まるというお話だったと思うのですが、その結

果、何もやらないという選択肢もあるのでしょうか。

うちは今特に問題ありません、特に学校群として新た

な施策をしませんという選択肢もありなのですか。ま

た、校長先生にも強く出る方や、あまり強く出られな

い方もいるのかと思います。何か教育委員会としては

完全に学校のお任せになるのか、ある程度はバランス

を取るような動きをするのかについて教えていただき

たいです。 

＜堺市教育委員会＞ 

 学校の状況はそれぞれ違っており、学校の中で優先

して取り組むことがあると思います。それは学校が一

番分かっていることだと思っています。市教委が無理

やり学校群に合同授業をするように言うことではなく、

各学校群で今、子ども達にとってどんな取組がベスト

なのかということを考えてもらうことが大事だと思っ

ています。学校群で考えた結果、合同ではなくて、そ

れぞれの学校で授業をする、極論を言いますと、新し

い取組はしないというのもありです。 

 ただ、学校群での取組についてはそういう考えなの

ですが、今後、堺として、例えば授業の進め方や方法

といった大きな方向性は、市として統一したものを示
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していきます。先ほど教育長も挨拶で申しましたが、

個別最適な学びや協働的な学びの一体的な充実につい

て、これは国でも言われていますが、昔は先生が一方

的に教えて、分かっている子どもはいいのですが、分

からない子どもは分からないまま終わっていくという

ような授業が主流でした。 

今は大分変わってきています。例えば1つ、モデル学

校群で単元内自由進度学習という授業の手法を試した

事例があります。この事例では、1つの教室のなかで、

ある教科、単元について「自信がない、苦手だ」とい

う子どものグループと、「まあまあできる」という子

どものグループと、「すごく得意」という子どものグ

ループの3つのグループの中から、子どもが自分でどの

グループで学ぶかを選びました。苦手でなかなか理解

が難しい子どもには先生が学びをサポートし、得意で

できる子どもは、自主学習でパソコンを使いながら自

分でどんどん学習を進めていきました。今後、このよ

うな個々の子どもの状況に応じて授業を進める方法や

方向性、方針を市教委として学校に対して示し、学校

でそれぞれの課題に応じて特色ある取組を進めていく

という期待を持っています。 

 

【教員働き方改革について】 

＜堺市ＰＴＡ協議会＞ 

配付物のペーパーレス化ということで連絡アプリの

tetoruを導入いただき、いろいろな連絡網をtetoruで

頂戴する機会が増えました。ただ、tetoruでいただい

た情報を学校から紙で出してくださることが多く、

tetoruを使っているので紙情報はもういいのにと思う

ことがよくあります。今年度は移行期でもありますの

で丁寧に紙でも出していただいているのかなと思うの

ですが、その辺の学校に対する伝達はどのようになっ

ているのかお聞かせください。 

＜堺市教育委員会＞ 

 働き方改革の視点としてお答えさせていただくと、

ペーパーレスでtetoru配信するほうが学校にとっても

圧倒的に手間は少ないと考えております。 

ただ、先ほどおっしゃっていただいたように今年度

は移行期ということで、ご家庭によってはまだ登録が

進んでないところもあり、両方（tetoruと紙）で配付

している学校があるということは私達も聞いています。 

 今後の方向性としては一層tetoruを活用して、ペー

パーレスを推進していきます。各学校でまだtetoruを

登録していただけてない保護者の方にも勧奨しつつ、

徐々にtetoruのほうに進んでいきたいと、そのように

事務局としては案内しております。 

＜堺市ＰＴＡ協議会＞ 

事前にいただきました回答を拝見させていただくと、

私たち保護者に対する理解や協力を求めていくという

お考えをお持ちのようですが、私には中学生の子ども

がいます。部活動の関係で他の保護者からお話を聞く

と、私たちの時代は先生がこれぐらいやってくれた、

部活動もお弁当を持って朝から日が落ちるまで頑張っ

てくれて、先生がそれをやってくれるのが当たり前だ

ったみたいな話がどうしても出てきます。保護者の意

識というのが、自分がやってもらったことを基準に学

校の先生を捉えています。保護者の考え方を働き方改

革というところに変えていく必要があると思います。

教育委員会として、保護者に対してどういうふうに意

識を変えていきたいとか、また私たち PTAに対して働

き方改革を進めるに当たって各保護者にどんな働きか

けをしていただきたいとか、そういう意見があればお

聞かせください。 

＜堺市教育委員会＞ 

 冒頭、教育長からもお話があったように、世界情勢

というのが大きく変わっていますし、人口も減ってい

る中で、学校現場も変わらないといけません。学校の

教員自身も、おっしゃっていただいたように、昔、自

分が受けた教育というのをイメージして教育を行うと

いうのがまだまだあると思っています。ただ、そうい

った考えではこれからの教育、大きく変わる世界情勢

についていけないという部分がありますので、やはり、

学校に関わる全ての関係者が意識を変えないといけな

いときがやってきていると思います。それを理解して

いただくためには、今、学校が置かれている現状をオ

ープンにしてどういう状況にあるのか分かってもらう

こと、今の子ども達にはどういった教育が必要なのか

ということを丁寧に説明した上で、相互に理解しない

と、この部分というのは進まないと思っています。よ

くテレビ等でブラック職場という形で教員職場が発信

されています。そうすると教員が集まらなくなります。

ひいては子どもたちの教育に、ここに一番影響が出て

しまうという悪循環を今何とか止めようと教育委員会

は動いています。そこの部分について、先ほども学校
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群の話でもありましたが、まずは情報を発信して、関

係者の理解を得た上で環境改善に取り組み、それによ

って優秀な教員を集めて子ども達の教育につなげてい

きます。これから働き方改革というのは、そちらの方

に向いていくと我々は思っています。また、PTA、保護

者の方以外の地域の方に向けても、その辺りを順次発

信していくように今年度、来年の初めに向けて取り組

むことを考えていますので、その節は御協力いただき

たいと思っています。 

＜堺市ＰＴＡ協議会＞ 

昔の教育現場と今の教育現場というのは、児童が減

っているということは業務も減っているように思うの

ですが、何が違うのでしょうか。 

＜堺市教育委員会＞ 

まず児童数は減っていますけれども、相変わらず教

員の業務数というのは変わっていなかったり、その昔、

教員数が多かった時代に、学校の先生は何でもしてい

ました。本来は学校がやるべきではないことまで学校

が引き受けて、その結果、ずっとそのまま続いてしま

ってきました。その間教員の数が減ってきて、小学校

の外国語など教える内容が増えてきている中で、そこ

はできなくなってきているというのが現状です。 

＜堺市ＰＴＡ協議会＞ 

 教員数は児童数に合わせて減ってきているというこ

とでしょうか。 

＜堺市教育委員会＞ 

 教員数は、児童数の減少に従って減っています。減

ってきていますので、スケールメリットというのがど

んどん小さくなってきていることは間違いないと思い

ます。1学年1クラスしかないという小学校がたくさん

出てきます。そうすると、1人の担任がその学年の仕事

を全て行うということになります。2クラスあれば、そ

れぞれカバーし合えるところを1人でやらないといけな

い、学年の仕事を回さないといけないというところが

出てきたり、そういったことが今生じてきています。

そうなると先ほど学校群の中でも話がありましたよう

に、スケールメリットを生かしたような取組でカバー

するということを今後考えているところです。その前

段階で、肥大化している業務自体の見直しをしていま

す。 

 

 

【学校施設環境について】 

＜堺市ＰＴＡ協議会＞ 

堺市の学校施設のクビアカツヤカミキリ（害虫）に

ついてですが、桜の木が食べられて倒れたとか、そう

いう被害は今までありましたか。 

＜堺市教育委員会＞ 

クビアカツヤカミキリの食害で樹木が倒れたという

被害は、今のところ報告は受けておりません。 

幹の太さとかもありますので、倒れるまで食害を受

けるというのはなかなか現実的にはないのかなと思っ

ています。そういったものが起こる前段で学校から連

絡を受ければ、教育委員会が伐採なりの手続をしてい

くというような形で、現在、対応を進めております。 

＜堺市ＰＴＡ協議会＞ 

クビアカツヤカミキリは触っても、害はないような

虫なのでしょうか。 

＜堺市教育委員会＞ 

 触るということ自体に関して害があるという記述は

ありません。ただ、特定外来生物ですので、基本的に

は見つけたらその場で殺傷してもらうことになります。

移動させたり、飼育したりということをしてはいけな

いという法律上の昆虫になっています。触っても大丈

夫ですけど、見つけ次第その場で殺傷するというよう

に示されております。 

 

＜堺市ＰＴＡ協議会＞ 

体育館のエアコン設置状況に関しても検討を進めて

くださっていると思うのですが、その検討の内容を教

えてください。 

＜堺市教育委員会＞ 

事前回答でもお伝えしていますとおり、今年度中に

方向性を取り決め、取りまとめる予定です。教育環境

の観点と避難所環境の観点という2つの視点で進めてい

るところですので、詳細は現段階ではまだ言える段階

ではないです。 

＜堺市ＰＴＡ協議会＞ 

 私の子どもが部活動の関係で、和泉市や大阪市の中

学校体育館に行ったりするのですが、エアコンがつい

ているところが多いです。ただ、堺市の中学校、どこ

に行ってもエアコンが設置されていないのが現状です。

先ほどもおっしゃっていただいたのですが、避難所と

か今回の能登半島地震の件もありますが、そういうと
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ころも考えて、設置の方向で検討をお願いしたいとい

うのが要望としてあります。 

 また、他市が体育館にエアコンを設置していて、堺

市がついてないという違いはどういう理由があるので

しょうか？ 

＜堺市教育委員会＞ 

 堺市は令和4年度までかけて、特別教室や普通教室に

エアコンを設置してきました。他市は逆に体育館設置

しているけど、特別教室に設置していない学校があり

ます。 

 また、参考に体育館のエアコン設置について申し上

げますと、政令市20市あるのですが、令和4年9月1日デ

ータでは、大体、今、着手されている市というのは8市

です。進捗率はバラバラです。この辺の近隣ですと、

大阪市、京都市、神戸市というのは着手されていると

ころです。あとは、札幌市、横浜市、川崎市、相模原

市とかもあります。堺市も今後整備に向けて取りまと

めをさせていただいている状況です。 

＜堺市ＰＴＡ協議会＞ 

 体育館が教育委員会の持ち物だから、教育委員会の

予算が足りなくてつけられないとか、そういうのはな

いのですか。 

＜堺市教育委員会＞ 

 そういうわけではないです。今回は避難所という観

点というのも当然考慮しながら、どういうふうに整備

していくかというのを、現在、関係部局調整しながら

進めています。その方針を今年度内にとりまとめると

いうのを目標でやっています。 

 

【金融教育の取組について】 

＜堺ＰＴＡ協議会＞ 

 事前回答いただいている企業による学びの応援プロ

グラムで小学校11校、中学校10校の実績とありますが、

こちらは単位校が依頼して講師を招いているように見

えるのですが、堺市全校で統一していただくというの

は難しい状況ですか。 

＜堺市教育委員会＞ 

 受講の対象としては制限なく、申し込みのお声かけ

をしてくださいという形でやっています。その中で、

先生方が自身の授業の中で、どこで本プログラムを使

っていくのかと、いわゆる組立てのところもあると思

います。そのため、これを一斉に同時期で実施すると

かはできないと考えています。その辺は先生の授業の

進捗具合、例えば、この部分で何を教えるの等、先生

の授業の組立てがあると思いますので、その中で本プ

ログラムをうまく組み込んでいくというところでの利

用だと思っています。 

 また、学校によっては、金融教育以外にもその他職

業紹介というような形でやっている等、各学校で工夫

してこの制度を使っています。金融教育のみならず、

多様な方面で児童・生徒の学びの広がりを支援するよ

うな形で使っていただいています。 

＜堺市ＰＴＡ協議会＞ 

 性教育に関しては小学校4年生の命の学びという授業

で、外部講師、助産師を招いて実施しています。同じ

ような形でどこか小学校6年生や3年生とか、お小遣い

をもらうタイミングで実施できたらいいなという思い

があります。お金が困窮してくると犯罪率が上がると

いうデータが出ていますので、もう少し学校教育の中

に生活を守るためのお金の話というのを入れていきた

いという思いがあります。 

＜堺市教育委員会＞ 

 教育課程課の方で取り組んでいます事業としては、

堺市と関西大学の地域連携事業という中で、金融の知

識に関する出張の出前授業に取り組んでいます。目標

としては、消費者として金融商品に接する際の心構え

を学んだりだとか、簡単な金融経済学の知識を身につ

けたりするというようなことを目標にしながら、授業

に取り組んでいます。今年度においては、金融取引に

ついて「学ぶ賢い消費者になろう」というようなもの

を実施していますが、その中身としては大学の教授に

よる講義、そこに学生が一緒についてきて自分の失敗

談のお話しもしながら、講義をし、そこで質疑応答す

るなど、そのような取組をしております。この取組に

ついては2018年度から行っており、毎年2校～3校で実

施しています。 

 もう一つは、大阪府の金融広報委員会というところ

と連携しまして、現在1つの小学校で実施しているよう

な取組もあります。こちらの方も出前授業という形で

取り組んでいる状況です。 

＜堺市ＰＴＡ協議会＞ 

 やはり今の段階では出前授業が限界なのかなという

ところを感じています。 

＜堺市教育委員会＞ 
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 企業による学びの応援プログラムでは企業の方にお

願いしているのですが、企業の方はプロですから、例

えば金融の中身でいうとSMBC系列の方にやっていただ

いているのですが、プロの方に教えていただいている

という部分というのをうまく活用いただければと思っ

ています。初期の段階では学校の先生に教えてもらっ

て、それをより深く学んでいきたい、例えば国際金融

だとか、クレジットの話だとかとなってくると複雑に

なるので、なかなか学校の先生だけでは難しいという

ところがあります。そういうところは企業の学びの応

援プログラムを利用していただいて、組合せてやって

いただくというのも今後の展開として可能性はあると

思います。 

＜堺市ＰＴＡ協議会＞ 

金融教育に関しては、もう少し深い部分が高校の段

階であるので、その手前のものを小学校、中学校に取

り入れていけたらと考えております。投資教育の前段

階として、自分の生活を守るお金の使い方というとこ

ろをやっていただきたい。保護者からの声で「子ども

がお小遣いを他の子におごる、おごられるということ

を見た」ということが毎年あります。「もっと学校で

教育してほしい」という声が出ているので、そこを何

かサポートできる体制が整えばということを思ってお

ります。 

＜堺市教育委員会＞ 

 文部科学省の学習指導要領の解説に金融、消費者に

関する教育というものも含まれております。単独に金

融、消費者に関する教育の時間というのを設けるので

はないのですが、それぞれ社会科、家庭科、道徳科等

と関連づけながら、このことについて考えていくとい

う内容は示されております。 

 例えば、中学校の家庭科の時間だと、購入方法や支

払い方法の特徴を知り、計画的に金銭感覚の必要性を

学ぶような内容だとか、売買契約の仕組み、消費者被

害の背景とその対応について理解するというようなも

のなどが家庭科の時間には含まれております。 

 小学校でも同じように、家庭科の時間では金銭の使

い方、買物について学ぶような時間、購入に必要な情

報を活用して買い方を考えて工夫するというような学

習内容も含まれております。 

 また、道徳では低学年から金銭を大切にするような

内容を学んだり、高学年においても節度を守って節制

するということを道徳の時間に考えたりする時間があ

ります。 

＜堺市ＰＴＡ協議会＞ 

 出前授業が行う場合も、この時間内に行うという形

になりますか。 

＜堺市教育委員会＞ 

 学校がどの時間に当てはめていくかというのは、そ

れぞれの学校単位で決めるということにはなります。 

 

【外国人の対応について】 

＜堺市ＰＴＡ協議会＞ 

 事前にご回答いただきました内容を拝読して、例え

ば関係書類だとか案内チラシについて、非常に多岐に

渡ってたくさんの言語の用意があって、すばらしいこ

とだと思いました。日本語が堪能でなくても、自分の

自国語で伝えようとしてくれているということが分か

るだけでも心強いことだと思いました。 

「担任等がインターネットの翻訳機能を利用してお

知らせ文等を作成して対応しています」という回答を

見て、先生方への負担が大きいと感じました。 

 これは自分のところの単位PTAの委員会の話になるの

ですが、PTAの委員会メンバーに中国人の母親の委員が

おられます。父親は忙しい方なのであまり頼れないと

のことです。子どもは日本語が堪能で、私から委員会

の委員長さんに連絡するときに、まず簡単な言葉にし

てLINEでご連絡しています。委員長さんからその委員

をやっておられる母親にごくごく簡単な言葉に直して、

分からないことがあったら質問してくださいというこ

とを言っています。あとは紙で簡単な内容にして、お

子さんにプリントを渡すようにしています。 

 そういうやり方をしてはいるのですけれども、やは

り認識のずれが生じます。伝えたようとしていた内容

が理解していただけていなかったということで委員活

動に支障が出たりというのがあり、現場の先生は授業

のときにそういうことが頻繁と起こるのだろうと思っ

ていました。もちろんフォローして他の子どもと公平

に教育を受けられるように現場の先生が配慮されてい

るとは思います。しかしながら、先生が「子どもに正

確に伝わっていないな」という雰囲気になってしまっ

たら、子どものほうも、「先生のこと好きだから困ら

せたくない」と思って我慢し、質問することができな

いというような雰囲気になってしまうことがあるのか
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なと思います。そのことに対してはどういう配慮がな

されているのでしょうか。 

＜堺市教育委員会＞ 

 懇談等対面でお話しする場合には携帯型の翻訳機を

ご用意させていただいています。 

おっしゃっていただきましたように、紙でのやり取

について私どもも課題があると認識しています。 

 日本語指導が必要な児童・生徒が令和6年1月末で484

人います。堺市立学校園で言いましたら、幼稚園から

高等学校まで、高等学校は今在籍していないのですが、

幼稚園、小学校、中学校で言いますと、143校園中約

100校園に日本語指導が必要な児童・生徒がおられると

いう状況です。 

 その中で、全ての保護者の方が日本語を理解してい

るということは難しいと感じています。 

 ただ、一番難しいのは、やさしい日本語とか、お便

りにルビとか打ったりした場合に、全く保護者の方が

日本語を理解できてないというところ自体はなかなか

難しいかなと思っています。今のところは私どもの方

も対面ではない方法で伝えていくというところは考え

させていただかないといけないと思っています。 

 市長部局の国際課所管の多文化交流プラザ・さかい

というところで、やさしい日本語の講座というのを年

数回開設しています。学校にも講座の受講案内をして

いるのですが、なかなか先生方の授業と被る時間とか

になりますので、国際課と連携しながら受講できるよ

うに進めていきたいと思っています。 

＜堺市ＰＴＡ協議会＞ 

 現在、484名の外国の方がおられますが、昨年度と比

べて増加傾向でしょうか。 

＜堺市教育委員会＞ 

 昨年度（令和4年度）5月1日が447人です。現在のペ

ースでいきますと日本語指導が必要な児童・生徒は毎

年約50人ペースで増えています。昨年、新型コロナウ

イルスが第5類になりそれ以降、外国でしたら9月の新

学期とかのタイミングで入ってきている状況です。 

また、日本語指導は必要ではないですけど、外国に

ルーツのある児童・生徒は堺市市立学校全体で700人を

超えている状況です。その中で国籍とか、名前自体を

日本名にしている方については把握できていない状況

です。一般的には現在把握している2倍から3倍ぐらい

の児童・生徒が外国にルーツがあるということを言わ

れています。 

＜堺市ＰＴＡ協議会＞ 

例えば、日本語があまりできない児童・生徒が編入

してきた場合、例えば廊下を走るなとか、土曜日は学

校はお休みだと、ちょっとした諸注意を先生方はされ

ています。そういった時に、外国籍の子どもの対応に

ついて困ったときの堺市教育委員会としてサポートデ

スクみたいなものはあるのでしょうか。 

＜堺市教育委員会＞ 

 現在、サポートデスクは設置していないところです。

そこの必要性は感じています。ただ、帰国とか帰日さ

れて間もない児童・生徒が学校に編入されましたら、

そこは児童・生徒に寄り添う指導員を配置し、その子

の母語で一定期間（大体2週間ぐらい）学校生活支援を

行っています。走ったら駄目だよとか、お腹が痛くな

ったときの対応等を支援させていただいております。 

 

【いじめ・不登校について】 

＜堺市ＰＴＡ協議会＞ 

 コロナの影響により不登校の児童・生徒が増加して

いると、どこの家庭も感じていると思っていました。

そのため、教育委員会で把握しているところを教えて

ほしいという趣旨で事前に質問させていただき、ご回

答をいただきました。 

令和4年度の堺市の不登校児童・生徒数は、小学校で

811人、中学校で1,144人、小中で1,955人というところ

で、この人数にとても驚いています。 

 教育委員会としては、関係諸機関等とか、スクール

カウンセラーやスクールソーシャルワーカーを派遣し

ていただいているとか、きっちりとご対応いただいて

いることも事前回答で理解をしたところではあります。 

 実態として1,955人の不登校の児童生徒がいるところ

で、どういう機関を利用したとか、利用して復帰でき

ているとか、学校に行けるようになったとか、そうい

う実態を把握しているところがあれば教えてください。 

＜堺市教育委員会＞ 

 まず不登校数ですが、年々増加しております。堺市

は、国の調査と同じような曲線を描いている状況です。

この背景には国の示している考え方が広く浸透してき

たことにあります。以前は、不登校自体が悪いこと、

問題行動である、学校に行きなさいというような考え

方であったものが、今はそうではなく、無理に学校に
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行かせることはないという考え方になっています。今

は一旦お休みすることも問題ないということが広く浸

透してきたということが1つであると思います。 

 不登校の原因につきましては、複雑化していること、

複数の要因が絡み合っていること、そもそも要因も何

もないということもあります。本人でも原因が分から

ないけど、とにかく学校へ行きたくないというような

こともあります。そういった背景で不登校の増加が続

いているというところがあります。 

 解消率については、今数字がないのでお答えできな

いですが、外部機関につながっている不登校の子ども

達は約30％となっています。これを100％にしたいと

我々は考えています。学校の先生に相談したりという

のもあるのですが、そもそも外部機関につながってい

るのがそれぐらいの数字ですので、これは非常に少な

いなと感じています。これをもっと広げていこうとい

うのが我々の考え方です。 

 そもそも学校の先生にすらつながらない、外部の機

関に相談を求めないという子どもが実際います。それ

を否定するということではなく、その子どもの家庭の

要求に応じて対応していくというのが今の考え方です。 

 外部機関につきましては、例えばスクールカウンセ

ラー、スクールソーシャルワーカーにつながることが

できるということ自体を知らない方もおられますので、

そういうところはぜひつなげていきたいと教育委員会

としては考えています。そういったことが広く周知さ

れていくようになると、不登校の子どもたちも選択肢

が増えて、社会的自立につながっていくのではという

考え方でございます。 

 不登校の子どもの対応というのは、重層的な考え方

をしています。 

1つめは、生徒指導上の課題解決です。学校の授業が

楽しかったり、行事も含めて魅力があるものであれば、

生徒指導上の課題というのは減らすことができるので、

ここを充実させます。 

2つめに、先生の力を上げます。そのために、相談で

きる先生をつくります。また、先生側が子どもの様子

の変化に気づけることができようにしたり、先生に気

安く相談できるようにしたりします。 

 3つめに、専門家の力を取り入れて、例えば休み始め

に不登校になれば、2～3日休み始めたときに家庭や本

人にアプローチしたりとか、その背景や原因を探って

いきます。 

 4つめは、不登校の状況に陥ってしまったら、学校以

外で通える場所を作る。堺市では教育支援センターと

いうのがありますので、それ以外にもフリースクール

であったりとか、そういったところにつなげていくと

いうようなところも不登校児童・生徒への支援で行っ

ています。 

＜堺市ＰＴＡ協議会＞ 

 不登校は悪いものではない、社会的自立へ向けてサ

ポートしていくという考え方であり、不登校にならな

いための対策や、不登校になった子どもたちをケアす

るというのは分かりました。 

不登校になっている要因を自身でも調べたことがあ

ります。先程、教育長が挨拶で言われた内容でも、な

ぜ学校に行かないのですかと言ったら、無回答の子ど

も達が多いというアンケートを私も見たことがありま

した。不登校の要因で、教育委員会として不登校にな

らないための対策として、先ほど魅力ある学校づくり

というのをお聞きしましたけど、他に実施しているこ

とや、検討されていることを教えてください。 

＜堺市教育委員会＞ 

 文部科学省の調査があり、回答者が教員側で答えた

場合だと、不登校の原因というのは無気力というとこ

ろが多いです。ただ、これが実際に不登校の子ども達

に聞くと、先生のことであったり、友人関係であった

りというところが実は多かったりします。先生側と子

ども側で乖離があるのではないかというのが最近のデ

ータとしてあります。 

 ただ、先程も申し上げましたとおり、本当に原因は

多岐にわたっています。先生のことだけでなく、家庭

のこともあります。色々な要因が複雑に絡み合ってい

ます。一概にこの子の原因はこれというのは難しいで

す。そのため、先程も申し上げさせていただきました

とおり、不登校で言えば重層的でいえば一番上になり

ます。それまでにどれだけのことができるかというこ

とで、まずは学校が楽しいという形にする。ここが一

番大きな土台だと思っています。このことをしっかり

行います。またそこに至るまでに、学校が楽しくない

状況あるいは学校に行きたくないという気持ちが生ま

れることがあります。そこにまずは教員側から気づけ

る、あるいは親側から気づけると、そういう体制を作

ります。 
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実際にはそれが言えない、分からない、気づけない

というのがありますので、今度は子ども達がSOSを出せ

るようなことを教育委員会としてやっていきます。そ

してSOSが出たときにどういうふうにしてアプローチす

るのか、専門家であったり、色々な人材を活用して、

教員、学校だけではなく、もっと幅広くしていくとい

うのが今の対策や考え方です。 

＜堺市ＰＴＡ協議会＞ 

 中学校の場合ですと、中1、中2、中3と学年が上がる

につれて不登校が増えるというのはあるのでしょうか。 

＜堺市教育委員会＞ 

 現在、増加率は中学校1年生が多いです。いわゆる中

1ギャップ（中学校に進学した新しい環境や生活スタイ

ルになじめず不登校になる現象）です。解決策として

は、小中連携しての情報共有を入学以前から実施して

いるところです。 

＜堺市ＰＴＡ協議会＞ 

 保護司の方からお聞きしたのですが、子どもといろ

いろ関わっているときに原因になっているのが、不登

校になって悪い子どもとつるみ始めて、犯罪に手を染

めてしまうとのこと。その保護司さんが直感で思って

いることは、学校は勉強するところなので勉強につい

ていけなかったというのが大きな要因なので、小学校

の低学年のときから基礎学力をしっかりつけることが

不登校予防につながるというようなことを言われてい

た方がおられました。私もそうだと思っています。そ

の方が言っていたのは、「昔、マイスタディというの

があり、それを実施していたときは、私の小・中学校

区では不登校率が下がった」って言っています。「そ

れがなくなったら一気に増えた」とかっていう話を聞

きました。その学校教育に関連することだと思うので

すが、その辺を教育委員会として把握していたり、何

か実施しようとしていることはないのでしょうか。 

＜堺市教育委員会＞ 

 先ほどもお話させていただきましたとおり、そこに

相関性があるかどうかは分からないと思います。複合

性があるので、それもゼロではないと思うのです。そ

ういう子どももいるとは思います。分からないから不

登校になる子どももいますし、人間関係のトラブルが

複合している子どももいます。そもそもコミュニケー

ションが苦手なので学校行きたくないという子どもも

います。 

色々なことがありますので、イコールこれが原因と

いうところが非常に難しいと思っています。国自体も

そういう示し方はしていない状況です。 

＜堺市ＰＴＡ協議会＞ 

 堺市図書館協議会の委員をしています。図書館協議

会でも毎回発言していますが、学校に行くことが嫌に

なってしまった児童、その色々なことが起因して不登

校とか、いじめが起こっていると思うのですが、学校

というもの自体に、行きたくないという子どもに対し

て、大阪府は不読率のワーストです。中学校3年生と、

小学校6年生がすごく悪くて、大阪府のほうでも不読率

を上げようとしています。 

 堺市のほうも当然不読率が悪いと思います。図書館

というのも人を呼ばないといけないと思っています。

個人的な意見で構いませんので、図書館というのは不

登校児童の登校先になり得るものなのでしょうか。な

ぜかというと、鎌倉市とか藤沢市で、学校に来たくな

い子どもは親の送迎とかは必要ですが、図書館に行っ

たら司書ではないにしても、サポート員が一緒に本を

読んだりとか、本がたくさんあるので、それを出席日

数に加えたりしているところがあると聞きました。な

かなか画期的だと思っています。図書館というのは不

登校児童の登校先になり得るのか得ないのかという個

人的な意見でいいのでお聞かせください。 

＜堺市教育委員会＞ 

 あり得ると思います。実際やっている自治体がある

のは我々も知っています。ただ、出席扱いするには

様々な条件があります。それから、最終的には校長先

生が判断するというところもあります。学校と連携す

るというのがまず1つの大きな条件としてあります。そ

こでどういう活動をしているかということをしっかり

学校が把握できておれば、出席扱いにということがで

きます。 

 先ほど私が申し上げたフリースクールは、規程や定

義というのがありません。しかしながら、図書館をフ

リースクール的な考え方をするならば十分可能である

ということになります。 

 ただ、一番大きいのは環境であるとか、人員、学校

との連携というところだと思います。ここをしっかり

固めていかないと自由にそこで何でもできるというよ

うな状況はなかなか厳しいと思います。 
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＜堺市ＰＴＡ協議会＞ 

 ありがとうございます。もう一つは要望ですが、組

織上は一緒の教育委員会なので、何とか横連携のほう

を深めてもらって、図書館を不登校対策の1つとして進

めていただきたく思います。こちらは要望です。 

＜堺市ＰＴＡ協議会＞ 

 不登校ですが、もちろん原因が色々あるという話で、

ヤングケアラーの話とかも問題になっていると聞くの

ですが、逆に行きたいけど行けない子どもについて、

データを取るのって難しいと思うのですが、何か増加

しているとか、傾向があったりするのでしょうか。 

＜堺市教育委員会＞ 

現在、教育委員会でデータ化はしておりません。ヤ

ングケアラーについての調査というのを子ども青少年

局のほうでやっており、今年度中に出るか出ないかと

いうお話は聞いております。 

 ただ、いつも我々お答えさせてもらっているのは、

学校として行うことは先ほど申し上げたように、子ど

もの変化に気づくというところで、その先にそしたら

何があるかと。子どもの変化の原因はヤングケアラー

なのか、あるいはいじめなのか、あるいは家庭の貧困

なのかとか、そういったところでこちらとしては、ま

ず変化に気づくということをしっかりやっていきます。

それはこちらの教員側からの気づきもあるでしょうし、

アンケートであったりとか、地域からの情報であった

りとか、そういったことで把握することができます。

そういったことが分かったら、ヤングケアラーであれ

ば、やはり福祉につなげましょうということになりま

す。 

＜堺市ＰＴＡ協議会＞ 

 先生が子どもの変化に気づくのが早いという印象が

あります。 

＜堺市教育委員会＞ 

 そこが一番大きな教員としてのスキルであり、求め

るものです。日頃接する時間というの教員は非常に長

いですので、ご家庭によっては親御さんより教員のほ

うが接している時間が長いというご家庭もあります。

昨日までにこにこしていた子どもがすごく表情が落ち

込んでいるということは何かあったと思う。そこで一

声かけられるか、かけられないかで全然変わってくる

と思います。そういったことは我々の研修でも何度も

伝えている状況です。 

＜児童・生徒の体力向上について＞ 

＜堺市ＰＴＡ協議会＞ 

 事前に回答いただき驚いたのが、体力向上研究校と

いうのを5校指定しているということです。鳳中学校、

五箇荘東小学校、深井小学校、鳳南小学校、宮山台小

学校で実践研究を行いましたということを記載してい

ただいているのですが、実際その実践研究を行った結

果、向上したのかどうか教えていただけないでしょう

か。 

＜堺市教育委員会＞ 

 体力向上研究校の関係ですが、この5校を選定し今年

度は最終年度の3年目になります。どういった取組をし

ているかといいますと、関西大学と連携し、学生を体

力向上サポーターとして派遣しまして、体育授業や部

活動のサポートとか、それから教材研究の協力をお願

いしつつ、かつ教授をスーパーバイザーとして、指導、

助言をいただいています。 

 この5校の中で、今回、鳳南小学校なのですが、大阪

府のほうで、大阪小中学校体育研究発表会において、

体力づくり優良校表彰ということで鳳南小学校が受賞

しています。 

 内容は、コロナ禍において体力アップカードを作っ

て子ども達が自主的に運動をするような環境をつくる

とか、休憩時間にエアロビをするとか、そういうので

色々な取組を行ってきました。やはり自主性が大事と

いうことで、子ども達が運動を好きと思えるような達

成感があるような授業づくりとか、また、タブレット

を活用した取組などを行っていました。 

 成果としては、そういった取組を3年間行った中で、

8割以上の子ども達が運動やスポーツが好きだと感じる

ことができ、9割以上の子ども達が十分に体を動かすこ

とができたと感じることができました。 

また、5校だけではなくて、その取組の成果が他の小

学校の先生方の参考になり、横に広がり成果が上がっ

いくのではないかと思っています。 

＜堺市ＰＴＡ協議会＞ 

 この5校だけではなく今後他の学校にも、大学生のサ

ポーターを派遣していくことだったりとか、鳳南小学

校の成果を適用していくことはあるのでしょうか。 

＜堺市教育委員会＞ 

 5校に関しては今年で終わりなのですが、令和6年度

以降は、中学校1校、小学校4校で行います。校長がリ
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ーダーシップを持ってやっていただくことが重要と考

え、来年度からは公募制にし、その中で選考していこ

うと考えています。 

 また、その取組というのは、教育委員会からどうと

いうよりも実際行った取組を体力向上検討会議や、児

童・生徒体力推進会議等、色々な発表の場があります。

そういった取組を発表することによって学校の先生方

がこの取組がいいなと思えば、他の学校に広がってい

きます。裾野を広げていくということが大事ではない

かと思っています。 

＜堺市ＰＴＡ協議会＞ 

大谷翔平グローブが送られていると思うのですけど、

堺市ではもうお配りは全部されているのですか。 

＜堺市教育委員会＞ 

 グローブの関係に関しては、既に市内小学校と支援

学校含めまして全95校に配付は終わっています。すべ

ての学校に確認したわけではないですが、グローブが3

個のため、学校で、まずはルールを決めないとなかな

か使いにくいということがあり、どういった使い方を

するのかというのを検討しいるとのことです。ただ、

せっかく届いたので、学校の中で見る場所とか、聞い

たところによりますと、クラス毎に順番に回している

とか、できるだけ子どもたちが触れられるような環境

を整えているようなことはお聞きしております。 

＜堺市ＰＴＡ協議会＞ 

 それを起点に体力向上につながればいいなというこ

とと、陳列してショーケースに入れるのだけはやめて

ほしいという思いがあります。 

 


